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１．【３歳未満児の子育て世帯に対する支援の強化を】 

３歳未満児の子育てには、とてもお金がかかり、児童手

当では足りず、働かざるを得ない状況がある。保育施設

に預け、生活費を稼ぐことを優先に考えてしまう親が増

えることを、保育料無償化の弊害として懸念する保育関

係者の声もある。３歳未満児を育てる家庭がゆとりをも

って子育てできるように、県独自の上乗せ支給を検討し

てはいかがか。 

（知事）財源を考えると安易に返事できない。現金給付

は国の分担であり、国への要望も含め対応を検討する。 

児童手当の県独自の上乗せ支援、男性の育休取得率

向上の推進、結婚や子育てを機に仕事を離れた女性へ

の支援はいかがか。 

 

初めての定例会となった、長野県議会 6 月定例会では

「子育て世帯への支援強化」「中高生の居場所づくり」

などを一般質問テーマに取り上げました。 

長野県議会 6 月議会一般質問 

【県政対話集会 in 安曇野】 

会派所属の全議員 13 名が安曇野市に集まります。 

対話形式で、県政に関する様々なテーマについて 

意見交換させていただきますので、日ごろお感じに 

なっていることやお考えのことを、ご意見、ご質問 

いただきますようお願いいたします。 

日時 ： 10 月 10 日（火） 18 時 ～ 

会場 ： 豊科ふれあいホール 

（安曇野市豊科４１５６番地） 

※入場無料、事前申込み不要です。 

 

２．【中高生の居場所づくりについて】 

不登校や引きこもり問題への対応、青少年育成の観点

からも、家庭と学校以外の中高生の居場所が必要。 

支援における課題と対策はいかがか。 

 

 

（こども若者局長）地域社会と接点を持つ、家庭と学校以

外の居場所やアウトリーチ支援は極めて重要。県では、 

「子ども若者サポートネット」の運営や多世代交流の「信

州こどもカフェ」の拡大、「信州型フリースクール認証制

度」の対策を講じている。 

子どもたちが自ら行動できるために、民間事業者の協

力を得て、「信州子どもパス」の創設や夏休み限定の運

行ルート設定など、子どもが県内の公共交通機関を利

用しやすくなる取組をしてはいかがか。 

（交通政策局長）子どもパスの創設は意義がある。一部

民間事業者や市町村で実施の実績があることから、県内

での横展開を図る。 

 

 

（産業労働部長）性別による役割分担の意識や職場全

体の雰囲気、見直されない就業規則などが要因であり、

長野労働局等関係機関と連携し『職場いきいきアドバン

スカンパニー制度』、『産後パパ育休制度』、『イクボス・

温かボス宣言』、育児中女性のスキルアップ支援など促

進する」と回答した。  

相対的な賃金の低さや待遇面の課題などから、保育士

を目指す学生が減っているが、現状認識と対策は。 

（こども若者局長）保育士不足の状況は続いている。３歳

児未満児の保育ニーズの増加が主な要因。返納免除型

の修学資金の貸付、潜在保育士の再就職支援に取り組

んでおり、市町村と連携し保育士確保に努める。 

 

 

 

【凍霜害について】 

４月の凍霜害は被害が大きかった。被害農家の支援を

伺う。 

（農政）被害額は 23 億円余。農業団体から営農継続に

向けた借入金利子補給の支援要請があり、検討する。 

【猿害について】 

電気柵の設置や猿の追い払いの県支援を伺う。 

（農政）人と猿を住み分ける緩衝帯をつくる環境整備、追

い払い、電気柵を複合的に行うことが有効。国の交付金

も活用しながら対策を講じる予定。 

【スマート農業の推進について】 

農業用ドローンによる省力化は有効も、購入や維持、免

許取得など、経済的な支援を伺う。 

（農政）県の「信州農業生産力強化対策事業」で購入費

用の 2 分の１を助成。免許取得費用は要否も含め研究

する。 

【ワサビ栽培に関する取組】 

地元の安曇野では、ワサビ田の湧水低下への対策や、

温暖化や病気に強い苗の研究への要望がある。 

（農政）松本地域振興局と山葵組合とで、年 1 回湧水を

点検、直近 10 年は基準水位であることを確認。著しく水

位低下の際は、河川事務所に相談し、市とも連携して総

合的に対策する。ウイルスフリーの苗は、県の野菜花き

試験場で開発・育種しているが、価格も品質面も、購入

者の好みと合わず、難しい。 

【学校給食について】 

地産地消率の向上と、有機農産物の使用を、農業者支

援の観点からも推進すべきでは。 

（農政）地産地消は食育の点からも重要。「第 4 期長野県

食と農業農村振興計画」で、現状 28％の給食における

有機農産物使用率を、令和 9 年度目標で 40％とした。

生産と供給の体制構築を積極的に支援する。 

 

今後の予定 

農政林務委員会において私の行った質疑をご報告します。 

【9 月長野県議会】 

9/21(木) 開会、9/26(火)～29(金) 一般質問、10/2(月)～4(水) 各委員会、10/6(金)閉会 

※YouTube「長野県議会チャンネル」で視聴可能です。ぜひご覧ください。 

https://www.youtube.com/channel/UCjOgUhlve8wA9AoNiCWNWKg 

 

 


